
医学系研究科総合保健学専攻（博士後期課程）の教育理念を実現する方針 

 

Ⅰ．修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ－） 

 

(1) 育成する人材像（教育目標） 

科学的論理性と倫理性・人間性に富み国際的視野と高度の専門性を持ち、独創性と自律性を

持って保健学研究および保健医療を牽引する人を育てます。 

 

(2) 卒業、修了判定時に課している基準（必要要件） 

原則として 3 年以上在学し、所定の授業科目を 8 単位以上を修得し、主論文を提出して最

終試験に合格する必要があります。教育目標と基準に沿った資質・能力を満たした者に修了

を認め、博士の学位を授けます。科学的論理性と倫理性・人間性に富み、高度の専門性、独

創性と自律性を持って保健学研究および保健医療を牽引できることを要件とします。 

 

(3) 修士学位論文の審査基準 

博士課程で作成された主論文が、査読制度のある優れた国際的な専門学術雑誌へ筆頭著者

として掲載（受理）されること、さらに論文の内容及びこれに関連ある専門分野の学識、及

び研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに

必要な高度の研究能力について、本研究科等の複数の教員から構成される学位審査委員会

により、公開予備審査会によって国際的な標準性を踏まえ客観的かつ厳正に審査します。 

 

Ⅱ．教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

医学系研究科(保健学領域)は、「科学的論理性と倫理性・人間性に富み、高度の専門性、 独

創性と自律性を持って保健学研究および保健医療を牽引する人を育てる」ことを博士後期

課程の大学院教育の基本方針としています。全学共通の教育目的と学位に照らして設定し

た「科学的探究心」、「高度の専門性」、「独創性と自律性」、「国際水準の研究」を教育目標に

おき、次の方針にそって教育課程を編成し、医学系研究科(保健学領域)の特徴に基づく教育

実践と研究指導を行います。（1）博士学位論文の作成等に対し、高度な専門性に裏付けされ

た研究指導を中心とした教育課程を編成し、自らの科学的探究心や独創性を培い高度な専

門性を育みます。（2）博士課程での研究活動を通して、自律的な研究活動を支援します。（3）

特講や演習にあたる科目を履修して、国際的水準の専門的知識を修得します。（4）入学後も

就労を継続する社会人のために、研究指導を平日夜間、土曜日にも受けられます。（5）博士

学位課程の進捗状況の確認および、博士学位論文の水準を担保し、審査の透明性を確保する

ために中間発表および予備審査制度を導入します。（6）国際水準の研究活動を行うために、

海外での研修や研究交流会（韓国延世大学との学術交流会）を実施、推奨します。 


